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基 本 制 御 文 に つ い て

(FD文)

景 川 耕 宇 ・

FD文

ファイルを定義する基本制御文であり、各々のジョブステップで使用されるすべてのファイルを

この制御文で定義 しなければならない。 ここでファイル というのはデー タファイル、プログラムフ

ァイルなどの大記憶や磁気テープに存在するものばか りでな く、XYプロッタ ーを使 う場合 とかの

ように入出力機器 も1個 のファイル として取扱 う必要があるので注意 しなければならない。

¥FD ファ イル定義名

PROGLIB

一 フ ァイル定義名

ジョブステップ名一ファイル定義名

FILE;(

UN王 丁=

VOL=(

LABEL詳

DISP

OLD

NEW

TEMP

ファイル名)

入出力装置種類

入出力装置機番

SPEC,〈 ボ リュ ー ム 通 番)

WORK,〔 ボ リュ ー ム 個 数 〕

SAME,一 フ ァ イ ル 定 義 名

SL

NL

PASS

KEEP

DELETE

SPACE=:(

SYSOUT:

RECFM=1

TRK

CYL

PRINT

PUNCH

REMOTE

{

DUMMY

DATA

*

EXPDT,H付

RETPD,日 数

デー タ領域

〔,C〕 〔,B〕)

増 分

デ ィ レ ク トtl領 域.

〔,RCDSIZE;1レ コー ドの 大 き さ)

〔,BLKSIZE=1ブロック の 最 大 長 〕
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・位 置 パ ラ メ～ ター

ファイル定義名

PROGLIB

12文 字 以内の英字で始まる英数字と点の列。

これ を通 して、FD文 と、処理プログラム中のFCB(フ ァイル制御ブrc・/

ク)と を論理的に結合する。FCBの12～14語 目と同じ記号列 を書 く。

EXEC文 の直後のFD文 でPROGLIBと い うファイル定義名によって定

義 されたファイルを 「ジョブ ・プログラム ・ライブ ラリ」 と呼ぶ。 このファ

イルは、実行形式プログラムを収めた分割型順編成でなければならない。処

理プログラムの中で、このファイルをオープン又はクローズ処理す ることは

できない。

EXEC文 で指定 したプログラムはつぎのようにして捜 され る。

(1)ジ ョブ ・プログラム ・ライブラ リが定義 されている場合

ジョブ ・プログラム ・ライブラ リからEXEC文 で指定 されたプログ

ラムを捜す。なければシステム ・プログラム ・ライブラリを捜す。

ジ ョブ ・プログラム ・ライブラリにも、システム ・プログラム ・ライ

ブラリにもない ときは誤 り。

(2)ジ ョブ ・プログラム ・ライブラリが定義 されていない場合

システム ・プログラム ・ライブラリか らEXEC文 で指定 されたプua

グラムを捜す。

ないときは誤 り。

注)シ ステム ・プログラム ・ライブラ リとはセンターで用意 した各種

処理 プログラム(た とえば コンパイラーなど)の 格納 されている

実行形式プログラムファイルである。



一ファイル定義名

ジョブステップ名

一ファイル定義名

DUMMY

DATA

*

ジョブ制御マクロ 文に引続 く、混合せ用FD文 である。 このFD文 の直前に

あるジョブ 制御マ クvの 、先頭か ら最初のEXEC文 までの間のFD文 の う

ち、ファイル定義名の一致するものがあれば、これ を一一時的に置換 え、ファ

イル定義名の一・致す るものがなければ、その最後に一・時的に挿 入すべ きこと

を指定する。

ジョブ制御マ クm文 に引続 く、混合せ用FD文 である。

指定 されたジョブ制御マ クロの中で、これと同 じジョブステップ名をもつジ

ョブステップに含 まれ るFD文 の うち、ファイル定義名の一致 す るものがあ

れば、これを一時的に置換え、ファイル定義名の一致す るものがなければ、

そのジョブ ステ ップの最後に一時 的に挿入すべ きことを指定する。

実際にはファイルが存在 しないことを示す。ファイル名を書 く必要はない。

DUMMYを 指定できるのは、処理プログラム が順編成 ファイルを想定 して

いる場合に限る。処理 プログラムは、このファイルに関する入出力動作をと

もなわずに、実行 される。すなわち、入カファイルであれば、最初の読込み

命令で、 「ファイル終了(endoffile)」 条件 とな り、出力ファイルであれ

ば、データの転送を行 なわない。

もちろん、入出力装置の割 当て、ボ リュームの決定、大記憶領域の割 当て、

ボ リュームの取付けや取外 しなどの手順は実行 されない。

DUMMYフ ァ イルは次の様な場合に応用できる。

(1>プ ロ グラム試験

(2)場 合 によって、必要であった り不要であった りする入力ファイルをも

っプログラム、

このFD文 の次に、入力データが続いていることを示す。

このデー タは、入力データ区切 り文およびNO文 、JEND文 に よって区切

られ る。従って、デー タとしては、入力データ区切 り文の形式(第1～2欄

が$*)お よびNO文 、JEND文 を持つ ものを含め ることはで きない。

入カデー タ中の コー ド切換え文はデー タではない。従って コー ド切換え機能

を持つ。

このFD文 の次に、入カデー タが続いていることを示す。

このデータは、 コー ド切換え文、ジョブ制御マクロ文および範囲限定文以外

のジ ョブ制御文によって区切 られる。従って、デー タとしては、コー ド切換

え文 、ジョブ制御マ クロ文および範囲限定文以外には第1欄 に$記 号を持つ

ものを含めることはできない。入力デー タ中のコー ド切換え文はデー タでは

ない。従ってコー ド切換機能 をもつ。およびジョブ 制御マ クロ文、範囲限定

文 もデータではな く制御文 としての機能をもつ。



・ファイル

こ の パ ラ メー タは 、FILEの 新 、 旧 、 仮 の 区 別 お よ び フ ァ イ ル 名 を 与 え る た め の もの

で あ る。

FILEパ ラ メー タはLABELパ ラ メー タでNLを 指 定 し た時 は 不 要 で あ る 。

NEW

OLD

TEMP

ファイル名

このジョブステ ップでは じめて作成す るファイルであることを示す。

ファイル名は、指定 したそのままの ものが採用される。

すでに作成済みのファイルであることを示す。

ファイル名は、指定 したそのままの ものが採用される。

このジョブの中だけで意味を持つ、一一時的作業用ファイルであることを示す。

与えられたファイル名は、このジョブ内でファイルを'識別するためだけの も

のである。制御 プログラムは、他のジョブで用いられ るファイル名とは異な

る ・意な名前を発生 して、与えられたファイル名を置換える。 ひとつの ジョ

ブ内で同じファイル名が与えられたTEMPフ ァ イルに対 しては、同一の名

前が発生 され る。

ファイルを認別す る名前である。

ファイル名の構文はNEW、OLD、TEMPの 場合で異なる。

(1)NEW、OLDの 場 合

ファイル名は単純名を点で区切 って並べた ものであらわす。点 も含めて

44文 字以内でなければならない。

単純 名 ・単純 名 ・ ・単純名

注)単 純名 とは8文 字 を越 えない英数字の列である。

(1)TEMPの 場 合

ファイル名は英字や数字や点からなる12文 字以内の文字列である。

これは、このジ ョブ内でファイルを認別するためだけに用いられ、デー

タファイルの名前 とはならない。制御プログラムは、他のジ ョブで用い

られるファイル名とは異なる一・意な名前 を発生 して、与えられたファイ

ル名を置換える。 ひとつのジョブ内で、同 じファイル名が与えられたT

EMPフ ァ イルに対 しては、同…の名前 を発生するか ら、ジョブ内のフ

ァイルの識別に使えるのである。

この機能は、同一・の ジョブ制御マ クロを2個 以上のジョブが同時に用い

る場合に、ファイル名の混同をさけるために必要である。



・UNIT

この パラメー タは、ファイルを記録す るボリュー ムを取付けるべ き入出 力装置を定める

ための情報 を与える。

UMTパ ラ メー タは、次の様 なファイルに関 しては、指定 しな くてもよい。

1DUMMYフ ァ イル

2王)ATAフ ァ イル,*フ ァ イル

これらには、センターで定めた大記憶装置が割当てられる。

3VOLパ ラ メータで、他のファイルとボリュー ムを共用すべ きことを指定 したフ

アイル

この場合はUNITパ ラメータは無視す る。

4PASS指 定 で受継 ぎされたファイル

入出力装置種類

入出力装置機番

ファイルに必要な入出力装置 を、装置名で指定す る。

装置名は下表を参照のこと。(表1)

フ ァイルに必要な特定の入出力装置の機番を指定する。

センターの各入出力装置には各々一定の機番が与えられているので、以下に

その主なものを示す。 しか し、これらがすべて利幣者が指定できるというこ

とではないことに注意されたい。

入 出 力 装 置

カー ド読取機

紙テープ読取機

ラインプ リンター

ラインプ リンター

カー ド穿孔機

XYプロ ッター

磁気テープ装置

磁気 ドラム装置

デ ィスクパ ック装置

ディスクパ ック装置

装 置 名

F664K

F479A

F642K

F642L

F683K

F6201B

F6o3F

F624K

F461K

F472K

機 番

F、

F。

F.

F.

F.

F.

E.

D.

D.

E.

22o,F221

203

23G,F231

232

223

202

o1o～E.Gl3

020～D.023

2oo,1)2o1,A.22()

040～E.045

(表1)



・VOL

ファ イルを記録するボ リュームを指定する。

すでに作成済みのファイルを利用する場合には、原則としてボリューム通番を指定 しな

ければならないが、先行するジョブステップから受継いだファイルの場合にはこの指定は

必要ない。

SPEC,(ボ リ

ユ ー ム 通 番,…)

WORK

SAME,一 フ ァ

イ ル 定 義 名

特定のボ リュームを、ボリーム通番で陽に指定する。

ボ リューム通番は6桁 の英数字か ら成ること。

作業用 ボリュームであることを指定する

このFD文 が含まれているジョブステップ中で、かつこのFD文 に先行 して

いる 指定のファイル定義名を持つFD文 中で指定 されたボ リームを割 当

てるべ きことを指定する。

SAMEで 参 照するFD文 はこのFD文 に先行 しなければならない。

PASS指 定 のファイルがあるボリュームに対 してSAME指 定 をす ること

はできない。

同一一一FD文 に対するSAME指 定 は最大5個 まで とする。6個 以上指定 した

い場合は次の ようにする。

f列$EXEC

$FD

$FD

$FD

$FD

$FD

$FD

$FD

FD1,

FD2,VOL=(SAME,-FD1)

FD3,VOL=(SAME,-FD1)

FD4,VOL=(SAME,-FD1)

FD5,VOL=(SAME,-FD1)

FD6,VOL=(SAME,-FD1)

FD7,VOL=(SAME,-FD2) …6個 目の指定

ファイル指定 とボ リューム指定 との組合せが次の表の○印以外ならば、シス

テムはそのジョブの実行 を行 なわない

ボリューム指定

ファイル指定

OLD

NEW

TEMP

な し

SPEC

O

○

○

○

WORK

○

○

O

な し

○

○



・LABEL

LABELパ ラ メータは、ファイルラベルの種類 とファイルの保存期隈を指定する。

標準ラベルを持つ ものに対 しては指定す る必要がない。標準 ラベルについてはvol,4

No.5M-Vデ ー タ管理 を参照。

SL

NL

EXPDT,H付

RETPD,H数

このファイルが標準 ラベ ルを持つことを指定す る。大記憶}二に記録 されるフ

ァイルはすべて標準 ラベ ルを持つ。

このファイルがファイルラベルを持 たないことを指定する。

これを指定 した場合は、FILEパ ラ メー タは不要 。

ファイルの保存期限を日付けで指定す る。日 付けはyydddの 形 式で、

19yy年 の 第dddliを 示す。このB以 降、ファイルを消去できる。

ddd≦366

フ ァ イルの保存期間を欝数で指定する。 縫数は 善桁以内の符 号のない整数で

示す。 当日の 日付けに、保存期間を加えたものが、保存期限 となる。

保存期限や保存期間の指定は新 しく作成するファイルに しか意味をもたない、,

この どちらも指定 しなければ、RETRD…0と 指定 したものとみなされる

・DISP

DlSPパ ラメータは、ボリュー ムの取付けや取外し、ファイル保存に関する指定 を行

なう。

PASS

KEEP

DELETE

1司じジョブの中の後続の ジョブステップからも、このファイルが利絹される

ことを示す。このファイルの保存,消 去の指定は、そのジョブステップで与

えられる。(受 継 ぎ)

このジ ョブステップ終了時に、このファイルを保存す る。大記憶 ヒのファ イ

ルであれば、VTOC(volgmetab}eofc()Btekts)に ファイルラベ ルを、記入

する。磁気テー プ ヒのファイルであれば、以後、この磁気テープを霧の用途

に用いることはしない。(保 存)

このジ ョブステップ終了時に、このファイルを消去す る。大記憶1=の ファイ

ルであれば、割 当てられていた大記憶領域を解放 し、ファイルラベルをVT

OCか ら抹消す る。磁気テープ ヒのファイルであれば、その磁気テー一プを刷

の絹途のために解放する。(清 去)



DISP指 定 のチェック

a)フ ァイル指定、ボリューム指定およびDISP指 定の組合せについて

○ または@:可 能な組合せ

⑥:DISP指 定 省略 または誤った

DlSP指 定 の場合の処理。誤っ

た時にはエラー メッセージを出す。

*:一 般利用者の標準ジョブでの大

記憶ア クセスの際、実行 されない

ものを示す。 これ らの指定によき}

システムをこわす可能性があ り、

また標準的なジョブ処理では不必

要 な指定でもあるので、センター

運用上 、FDC}{Kル ー チンによ

ってチェックしているのである。

b)ジ ョブステップの終了状態 と完了条件の指定による実際のファイル措置

空白欄 は何 も行なわないことを意味する。

()は システム出力が終了 した後はDELETEさ れ る。

ジ ョブ ステ ップ

終了状態

ファイル種類

シ ステム 入力

デー タファイル

OLDフ ァイル

DI$P==DELETE

o LI)ファイル

上 記 以 外

NEWフ ァ イ ル

o1SP:=KEEP

NEWフ ァ イル

}二 記 以 外

TEMPフ ァイル

ファイル指定なし

シ ステム椙 力ファイル

ジョブステップ

の イユ シエー ト

がで きず異常終

了 となったとき

PELETE

KEEP

1)ELETE

DELETE

o ELETE

DELETE

KEEP

正)ELETE

EXEC文 の完

了条件が成立 し

その ジョブ ステ

ップが スキ ップ

された とき

DELETE

処理プログラム

が モニ タに よ り

異常終了 させ ら

れた とき

9ELETE

KEEP

KEEP

王)ELETE

9ELETE

DELETE

KEEP

(KEEP>

処理 プログラム

が蔦常終 了 した

とき

{)ELETE

II)ELETE

bΣSP指 定

KEEP

DISP指 定

DISP指 定

91SP指 定

(KEEP>

ジ ョブ文の完了

条件が絞立 した

とき

KEEP

DELETE

〈KEEP>



・SPACE

大記 憶上に新 しく作成す るファイルについて、これに割 当てるべ き大記憶領域の大 きさ

を指定する。2個 以上のボ リュームにまたが るファイルの場合、SPACEパ ラ メータの

指定は各ボ リュームに適用 され る。

大記憶領域の大きさは、 トラック単位、シリンダ単位のいずれで指定 してもよい。実際

に確保 される領域の最小単位 は トラックである。

TRK

CYL

デー タ領域

増分

ディレク トリ領域

大記憶領域の大 きさの指定が、 トラック単位 であることを示す。

大記憶領域の大 きさの指定が、シリンダ単位 であることを示す。

最初 に割 当てるべ き大記憶領域の大 きさを示す。 これは、符号のない整数で

なければならない。

割当てずみの大記憶領域で足 りな くなった場合に追加割当てすべ き大記憶領

域の大 きさを示す。これは符号のない整数でなければならない。これは、川頁

編成ファイルにだけ適用できる。2個 以上のボ リュームにまたがるファイル

の場合、大記憶領域の追加は最後のボ リュームに割当てられ る。

分割型順編成 ファイルに対 して、そのディレクトリ領域の大きさを、ディレ

クトリ個数で指定する。実際には トラック単位にきり上げる。最大の メンバ

数 を指定すること。

大記憶上に記録すべ きファイルに対 して、SPACEパ ラ メー タを指定 しなければ、システム

が定めた標準的な大 きさの大記憶領域 を割当てるように指定 したものとみなされる。

・SYSOUT

この ファイルを、ジョブ終了後、システム出力装置から出力すべ きことを指定す る。

PRINTシ ステム出力装置が ラインプ リンターであることを示す。

PUNCHシ ステム出力装置が カー ド穿孔機であることを示す。

REMOTEシ ステム出力装置が端末であることを示す。

リモー トバ ッチジョブの場合用いられる。

このファイルは、大記憶上に作成 されなければならない。

普通 、標準ジョブで利用されているすべての処理 プログラムのLP出 力は、一度大記憶に書出

し、ジ ョブが終了 した後、大記」1意からLPに 出 力するのである。 ジョブが終って、LPま たは、

CPに 出力すべ きファイルをSYSOUTフ ァイル とい う。 ジョブ制御マ クロ、処理 プログラム

がそのように作 られているので、利用者は別に気にならないではあろう。 しか し、自分でLPに



出 力 す る プ ロ グ ラム を 作 ろ う とす る と き に は 、 案 外 面 倒 な こ とに 、 利 用 者 は 気 が つ くで あ ろ う。

自分 でSYSOUTフ ァ イル を作 る と き は 次 の こ とに 気 をつ け な け れ ば な ら な い 。

1FCBでKEY≠Oを 指 定 し て は い け な い 。

21ブ ロ ッ ク当 りの レ コー ド数 は15を 越 え て は い け な い。

3レ コ ー ド当 りの 文 字 数 は144文 字 を越 え て は な ら な い 。

4FCB又 はFD文 でRCDSIZEを 必 ず 指 定 しな け れ ば な ら な い 。

例$FDPRINT、FILE=(TEMP、PRIT),UNIT=F472K,

VOL=WORK,DZVD=DA,SPACE=(TRK,20,20),

SYSOUT;PRINT,RCDSIZE=136

こ れ はFCBで 指 定 し て も よ い 。

・FCB書 換 用パラメー タ

プログラムの中では、ファイルに対す るアクセスマ クロは、FCBを 用 い、ファイル名

その ものは用いない。FCB(フ ァ イル制御ブロック)に はファイル定義名が与えられて

お り、FD文 は、このファイル定義 名を介 して、プログラムの中で定義されたFCBと 実

際のファイルとを結合 し、お互いの対応関係 を確立するものである。 このように して、プ

ログラムを、ファイルその もの とは独立に作成することができる。FCB,FD文,フ ァ

イルの関係 は下の図の様に示 され る。

処理プログラム 中のFCBに 書 かれている情報の一一部 を書換 えたり、アセンブル時に定義 され

ていないFCBの 情報 を定義 した りすることが、FD文 中のFCB書 換 用パ ラメータの指定によ

りできる。これはファイルのオープンの際に行 なわれる。 この機能によ り、FCBの 情報の一部

を、実行直前に決めることができる。つ まり、FD文 で指定 したものは、FCBで 指 定 したもの

より優先す るので、既にFCBで 定義 したパラメータの値を変 えたいときはFD文 で陽にそのパ

ラメー タを指定することにより可能である。 この ように、FD文 のFCB書 換用パラメー タによ

り、ファイルの取扱いに関する柔軟1生をもたせ ることがで きる。

FCB書 換用パラメー タには、次のようなものがある。これ らのパ ラメータの詳細 はデー タ管



理 の 解 説 を参 照 さ れ た い 。

・RECFM

・RCDSIZE

・BLKSIZE

・DEVD

・TMOD

・RECFM

u

F

C

B

・RCDSIZE

・BLKSIZE

・DEVD

DA

TA

RD

CP

LP

PTR

XYP

・TMOD

8

9

ファイル形成するレコー ドの形式 を符号で表現す る。

不定長 レコー ド

固定長 レコー ド

ファイルの媒体がラインプ リンタであるとき、レコード またはブロックに制

御文字 を含むときに記述する。

レコー ドがブロック化 されているときに記述す る。

レコー ド長

1レ コー ドの大 きさをバイ ト数で記述する。2ワ ー ドの整数倍の値 でなけれ

ばならない。

ブロック長

1ブ ロックの大 きさをバイ ト数で記述する。 ブロックを構成するレコー ドが

不定長の場合は、最大 ブロックの長 さである。

ブロック長の最大は32768バイ トである。

ファイル媒体装置 を指定する。

大記憶

磁気テープ装置

カー ド読取機

カー ド穿孔機

ラインプ リンター

紙 テープ読取機

XYプ ロッター

ファイル媒体 と主記憶間の転送モー ド

8ビ ットモー ド

9ビッ トモー ド



ファイルの受継ぎ

同 じファイルを2個 以上の ジョブステップで用いる場合、そのファイル定義 を繰返 して

いちいち指定 しなおすのは厄介である。そこで、一度定義 したファイル定義を、後続の ジ

ョブステップで受継 ぐことがで きるようになっている。ジ ョブステップが終了しても、フ

ァイルの受継 ぎが指定 されていると、装置は解放されず、後続のジョブステップ終了時に

解放 される。

は じめのFD一 文において、DISP=PASSと 指定すると、このFD文 によるファイル定義

は、以後のジョブステップにまで持越 され る。 これ を受継 ぐ後続の ジョブステップにおい

ては、位置パラメー タ(フ ァイル定義名など)と ファイル名を明示するほかは、先のFD

文 と違 う部分だけをしなおすだけでよい。 このファイル を再び後続のジョブステップ受継

例¥FDODATA,FILE=・(TEMP,T23),

UNITコF472KVOL=WORK,

DISP=PASS

先 行 ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ

¥FDIDATA,FILE;(TEMP,T23),

DISP=DELETE
後 続 ジ ョブ ・ス テ ッ プ

省略 して も良 い。

フ ァ イ ル 受 継 ぎ の 注 意 点

① 先行 ジ ョブ ・ス テ ッ プ でPASS指 定 して い る装 置 に つ い て 、PASSさ れ て

い な い もの と し て 使 用 し て は な ら な い 。

f列¥EXEC

¥FDFD1,FILE=(TEMP,A),UNIT=E.010

VOL=WORK,DISP=PASS

¥EXEC

¥FDFD2,FILE=(TEMP,B),UNIT=E.010

VOL=WORK

FD2のFD文 は エ ラー と な る。(E.010は 磁 気 テ ー プ 装 置 の機 番 で あ る)

②TEMPフ ァ イ ル の 場 合 、 同 一 ジ ョブ ス テ ッ プ 内 で は 同 一一フ ァ イ ル に'対 し て 異 な

る フ ァ イ ル 定 義 名 を 指 定 す る こ とは で き な い。

例¥FDFD1,FILE==(TEMP,A),UNIT=F472K,VOL=WORK

¥FDFD2,FILE=(TEMP,A),VOL=(SAME,-FD1)

FD2のFD文 は エ ラー と な る。



③DISP=PASS指 定 の あ るFD文 、 ま た はPASSさ れ たFD文 に 対 してSAME

指 定 をす る こ と は で き な い。

イ列¥EXECRUN1

¥FDFD1,FILE=(TEMP,A),DISP;PASS

¥EXECRUN2

¥FDFD2,FILE=(TEMP,A),… … ・

¥FDFD3,FILE=(TEMP,B),VOL=(SAME,-FD2)

FD3のFD文 は エ ラ ー とな る。

④PASSフ ァ イル 使 用 後 の フ ァ イ ル の 後 始 末 に つ い て は 、FD文 の と お りで 一

般 の フ ァ イ ル と同 じ扱 い をす る 。

た だ し 、NEWフ ァ イ ル でDISP=PASSの 場 合 、 そ の 受 け 継 ぎ側 で はFILE=

NEWで もFILE=OLDで も 、 ど ち ら の指 定 を し て も よ い 。

受 け 側 のDISP指 定 が な い 場 合 、FILE=NEWな らDELETE,FILE=OLD

な らKEEPと す る。

f列¥EXEC

¥FDFD1,FILE=(NEW,A),DISP;PASS,

¥EXEC

¥FDFD2,FILE=(NEW,A)

こ の 場 合 に は 、 フ ァ イ ルAはDELETEさ れ る。

¥FDFD2,FILE;(OLD,A)

こ の 場 合 に は 、 フ ァ イ ルAはKEEPさ れ る。

・標 準 的 なFD文 の 例

a)す で に で き上 が っ て い る フ ァ イ ル の 場 合

$FDフ ァイル定義 名,FILE=(OLD,フ ァイル名),UNIT=機 番,VOL=(SPEC,ボ リューム通番)
*1

〔,DEVD-{劉 〔,BLKSIZE-・ 〕[・RCDSIZE・m〕[・M・D-{訓
*2*3*4*5

*1ボ リュームが共用ボ リュームで、大記憶の場合は、ボリューム通番は機番の 「・」を

「00」 に置 きかえればよい。E.040→EOOO40

*2プ ロ グラムのFCBで この指定が正 しくされているときは省略可能である。

LIBEのMTOLDO,DDOLDOな どのファイル定義名で使用するときは不要。

*3,*4,*5

これ らは特別 な場合(FREAD/WRITEル ー チンを使 うときなど)を 除き、指定の必要

はないであろ う。普通の場合FCBに は あらか じめ定義 されているからである



b)新 し く フ ァ イ ル を 作 る と き

$FDフ ァ イル 定 義 名,FILE=(NEW,フ ァ イ ル 名),UNIT=機 番,VOL=(SPEC,ボ リュー ム通 番)

・DISP-:KEEP〔 ・DEVD-{♀ 会}〕 〔・・PACE-(TRK・ …!〕
、 〔・BLKSIzE一 喫3

〔・RCDSIZ・ ・ll]〕

、 〔・・M・D-{1}25

*1標 準 ジョブでは、この形の制御文は使用できない。これはDISPパ ラメータの説明で

述べた通 りである。

*2磁 気テープにファイルを作るときはこのパ ラメータは不要である。

*3,*4,*5

これ らのパラメー タはプログラム中のFCBに 指 定 されている値 を変えたいときまた

はFCBに 指定 されてないときにのみ指定すればよい。

c)作 業用ファイル(大 記憶の場合)

$FDフ ・一 名・FILE-(TEM・ ・フ・イ・肇!・UNIT-{騨}・V・L-W・RK・

DEVD=DA〔,SPACE:CI'RK,x,y)〕
*3

*1フ ァ イル名は他の作業用ファイル名 と一致 しないようにす ること。登録名などを書 く

と一致 しないであろ う。 「WK」 などの名はよく使われていることに注意。

*2九 大センターでは作業用に2種 類 しか指定 を許 していない。F624Kの 磁 気 ドラム

はシステムの作業用にのみ使われている。

*3こ のパラメー タは省略可である。 ファイルが大 きくなってファイルの拡張を実行 時に

行 なうとき等に使用すれば良い。

FDCHKル ー チ ンに つ い て

FDCHKル ーチンは、システムを保護するために標準 ジョブで大記憶上に作業用 ファイ

ル以外 は新 しくファイルを作った り、消 した りできないようにチェックしている。

また、来年度 より、専用ファイルの場合は

$FDフ ァイル定義名、FILE=(OLD,専 用 ファイル名)

のみの指定で良いようにする計画である。これにより利用者はボ リューム通番、機番の指定

のわずらわしさか ら解放 されるであろう。


